

























(Electronic Data Processing System)から MIS(Management Informa-
tion System), DSS (Decision Support System), SIS (Strategic Information 
System)への展開プロセスに示されるように，専ら組織体の内部利用（経営
者・管理者のための情報システム研究）が中心であった。少なくとも理論的
には， AAAによる1966年報告書 (Committeeto Prepare a Statement of 






本格的 GUI指向の PC用 OSである Windows95/NTが公表された頃か
ら， 一般的エンドユーザのためのインターネット利用環境が急速に整備され
始め，インターネット上での財務報告が実用化の域に到達した。このことと































可能性が指摘されている (StudyGroup of AICPA/CICA [1999])。Study





























































(AICPA [1983] , p.3), その 2年後の1956年に監査法人の PriceWater-
houseが AuditorEncounters Electronic Data Processingと題する報告書
(Price Waterhouse [1956])を作成している。このタイトルから理解される
ように，当時の会計システムは EDPSと呼ばれ，その監査は EDPauditing 












era! control) と業務処理統制 (applicationcontrol) によるコントロールの
体系や，種々のコンピュータ利用監査技法 (ComputerAssisted Auditing 
Technique; CAA T)が開発されるに至った (AICPA[1968] [1977] [1983] 









たことも，ここで付言 しておく必要があろう 。米国では1969年に EDPAA
(EDP Auditors Association)が設立されており， 1978年から EDPAAによ
って CISA(Certified Information Systems Auditor)プログラムが実施され












的であったが， 1990年代後半に入ってからは，米国を中心として IT監査 (IT
auditing)が支配的になりつつある。例えば，米国監査法人の Coopers& 
Lybrandが1998年 (PriceWaterhouseとの合併前）に公表した外部監査・内
部監査のためのシステム監査マニュアルにおいても Handbookof IT Audit-
ing (Warren et aL[1998])というタイトルが用いられているが，この旧版の
タイトルは Handbookof EDP Auditingであった。 IT監査というターミノロ































ステムの信頼性保証 (systemsreliability assurance) として展開するケ
ース。
③ AICPA/CICAの推進している「ウェプトラスト」にみられるように，
電子商取引の保証業務 (Electronic Commerce Assurance Services; 
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の延長上にあるので，監査上の取り組みも相対的に容易であるといえる。



























表 1 電 子ファイリングシステムのリスクおよびコントロール
コントロール＊
電子ファイリングシステムにおけるリスクのタイプ DC 






0 0 0 0 
し＼




゜不正確または不完全な情報を提出する。 I lo ゜送信中に情報の正確性や完全性が失われる。間違った相手に情報を送信する。 0 0 
゜ウィルスに感染した情報を送信する。 0 0 未承認者からのファイリングを受理する。
゜゜不正確または不完全な情報を受理する。 I lo 受理した旨を適時に通知しない。 I I I C ） 
受理した保留中の情報が失われたり改変される。 I I I 










・ データやプログラムが未承認で利用される。 10 
④ 一般大衆への開示
） 
・ 外部利用者によりテータやプログラムが未承認で変更．追加ま 0 
: ：言〗：雷：ロニ雰悶りこ喜;~;;.h IC 
・ ウィルスに感染する。 0 0 
1主* GC: 全般統制 (GereralControl) 







































































えば2000年 1月31日付けで公表された FASBの ElectronicDistガbutionof 














価なパソコンやノートパソコンでさえ利用できる。」 (FASB[2000], p. l) 
ところで， FASB[2000]には，この問題領域に関連した参考文献が収録さ
れており，そこで用いられているキーワードを要約的に示すと「表 2」のよ





Business Reporting on the Internet 
Corporate Reporting on the Internet 
Financial Reporting on the Internet 
Voluntary Financial Reporting on the Internet 
② 企業ウェプサイト
Accounting Information at Corporate Web Sites 
Financial Information at Corporate Web Sites 
Financial Data at Corporate Web Sites 








ターネット利用 (useof the Internet for investor relations)や，企業ウェブ







① FASBの FauxCom社 SiteMap 
② AICPA/CICAの継続監査
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る。」 (StudyGroup of AICPA/CICA [1999], p. v) 
こうした認識に碁づいて， StudyGroup of AICPA/CICA [1999]には，と
りわけ次のような検討課題が与えられている。
① 電子化されたオンライン報告 (electricon-line reporting)の現状と今
後の展開。



















書面による保証を可能にする方法論」 (StudyGroup of AICPA/CICA[l999], 
p. 5) として定義される。この定義に基づいて，継続監査の性格，目的および
範囲 (StudyGroup of AICPA/CICA [1999], pp. 5-11), および継続監査の





準に準拠することが前提となる。「図 3」に示すように， StudyGroup of 
AICPA/CICA [1999]では，継続監査においても歴史的財務諸表監査と同
様最も高い水準の保証一一積極的保証＿ を付与することが考えられてお
り， AICPAの SSAE(Statements on Standards for Attestation Engage-
ments)に準拠した「監査」 (examination)が実施される。すなわち，レビュ







1積極的でも消極的でもない保証 I I合意された監査手続の継続的適用 I








































事実」(amaterial instance of non-conformity of the subject matter with 
suitable criteria) を発見できないリスクを十分低いレベルまで下げるよう
に，継続監査手続 (continuousaudit procedures)の性格，時期および範囲
を設計することである。 StudyGroup of AICPA/CICA [1999]では， こうし




































































































































































① 定型的ハードデータ (routinehard data) 
② 非定型的ハードデータ (nonroutinehard data) 











































CICA [1998]では，情報技術の戦略計画プロセス (informationtechnology 
































































































































(the expression of a written or oral conclusion on the reliability and/or 
relevance of information and/or information systems) として定義される
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